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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成１９年　３月　２9日　（木）
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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜患者様の連絡事項＞

　　・田中　清様～　嚥下機能低下・口を閉じない等により食事摂取困難となってきており、今後どの様に行ったら良いかの話し合いを、御家族様、主治医面談の方向で調整しています。御家族様の都合にて、4/3（火）午前中との事で、田名部Ｄｒから伺い、10時から第２診察室で行う事になっています。

　　　　　　　　　　4/2（月）奥様が洗濯物を持って来院しますので、その旨伝えて下さい。

・若松　高様～　咳嗽多く、総合感冒薬・鎮咳去痰剤が４日分継続臨時処方となってい

　　　　　　　　います。乾性、時折湿性咳嗽聞かれており咽頭不快の訴えありますので含嗽を関わっていきながら、バイタル測定・全身状態・一般状態の観察をしていきましょう。

・水梨　正一様～37℃台の発熱・咳嗽あり主治医診察後、総合感冒薬・抗生剤が３日分処方となり本日昼より服薬されています。水分補給・クーリング等行う他、全身状態・一般状態の観察をして行きましょう。食事時むせ込みある為、摂取時の見守り・食後の口腔ケアも丁寧に行いましょう。

・佐々木　利男様～腰椎骨折の為、室岡整形外科より処方となっているボルタレン坐薬やイサロン内服薬は飲み切り終了となっています。現在は、疼痛訴えなく、車椅子へ一部介助にて移動できており日中は座って過ごしています。今後も精神状態の観察しながら見守りして行きましょう。

・見付　喜久様～37℃台の発熱ありましたが、主治医診察され肺雑聞かれず・痰鳴・咳嗽ない為、経過観察する事としています。下痢症状ある時は田名部Ｄｒに報告する様指示を受けているので周知徹底しましょう。

　　　　　　　　　　

＜患者様ＮＣＰ評価・検討＞

　　　・吉田　寿雄様～3月25日準夜の就床前薬の与薬時も拒否され時間をおいて服用されています。3月28日就床前薬の際に再び拒否され時間をおいて、スタッフを変えて対応し服用後も表情の硬さ見られています。現在他者への干渉がありトラブルの危険性ある為介入を要しています。田名部Ｄｒへ情報提供し昨日より精神神経用剤臨時にて増薬されています。夜間の睡眠状況や余暇時過ごし方で他者との関わりの様子・言動等の観察、周知し精神症状の変化を重視していきましょう。受持ちスタッフはケアプランを検討し追記するようにしましょう。

· 田村　耕一様～同じ患者様への干渉が見られ、トラブルとなる事あり介入要しています。糖尿病悪化しない様にコーヒーを詰所預りとし、時間を決めてコーヒーを飲まれています。時間に関係なく要求される時もありその都度時間を伝える事で納得はされています。♯２は4月にケアプランを検討していく予定です。3月は同ケアプランで経過観察していきす。

　　　　　　　　　　♯1　他者への干渉

　　　　　　　　　　　　Ｐ1－①　他者への干渉の有無

2 過度・不機嫌さある時は介入、他者と距離をとって頂く。

3 介助しようとする時は、スタッフの仕事である事伝える。

4 表情の硬さ・言動

　　　　　　　　　　　　　　♯2　糖尿病

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ２－①　毎食後30分間ウォーキングするよう声かけ出来ている時は評価

2 間食は控えて頂く（ブラックコーヒーＯＫ）

3 コーヒーは６時・15時（6時は洗顔後）

　　　　古川　徳一様～　♯1誤嚥性肺炎・上気道炎予防（　④～⑥追加プランです）

　　　　　　　　　　　　Ｐ1―　安全に注入する。

1 ジェン２Ｐ－２Ｐ　

2 注入前エアー音確認

3 毎食後白湯200mI

4 13時～14時頃水分補給として寒天４個

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（嚥下・咀嚼状態観察）

5 バイタル測定、むせ込み・嘔吐・痰鳴・咳嗽

6 口腔ケア・アイスマッサージ

　　　　　　　※　一定期間、日中の水分補給時、茶寒天を経口摂取し、むせ込みの有無、嚥下状態観察しましょう。その結果を、食事を経口摂取する方向で検討していき主治医へ情報提供し経口摂取出来る様関わっていきましょう。茶寒天だけでは水分量が少ない為、脱水にならない様に注意しながら水分補給して行きましょう。

　　　　　







